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添付資料 1 調査団員氏名・所属 

第 1次現地調査の調査団構成及び期間 

No. 氏  名 担  当 所  属 期  間 

1 宮崎 明博 総括 
JICA地球環境部 
水資源・防災グループ 

2014年9月9日～
2014年9月11日 

2 村上 敏雄 地下水開発計画 JICA国際協力専門員 
2014年8月30日～
2014年9月13日 

3 坂本 大祐 計画管理 
JICA地球環境部 
水資源・防災グループ 

2014年8月30日～
2014年9月12日 

4 岡田 登 通訳 JICE 
2014年8月30日～
2014年9月13日 

5 安藤 雄介 業務主任／給水計画 
株式会社 建設技研 
インターナショナル 

2014年8月30日～
2014年10月12日 

6 杉野 晋介 
副業務主任／水理地

質／地下水開発計画 
株式会社 エイト日本
技術開発 

2014 年 8月 24日～
2014 年 9月 14日 
2014年10月2日～
(2014年11月9日) 

7 松田 和美 
給水施設設計／運

営・維持管理計画 
株式会社 エイト日本
技術開発 

2014年8月24日～
2014年10月8日 

8 松尾 直樹 
自然条件調査 2／ 
施工計画2 

株式会社 建設技研 
インターナショナル 

2014年8月24日～
2014年10月19日 

9 菅 恵里菜 
社会調査 2／ 
業務調整 

株式会社 エイト日本
技術開発 

2014年8月30日～
2014年9月29日 
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第 2次現地調査の調査団構成及び期間 

No. 氏  名 担  当 所  属 期  間 

1 安藤 雄介 
業務主任／給水計

画 
株式会社 建設技研 
インターナショナル 

2015年 3月 29日～
2015年 5月 3日 

2 杉野 晋介 
副業務主任／水理

地質／地下水開発

計画 

株式会社 エイト日本技
術開発 

(2014 年 10月 2日)～
2014 年 11月 11日 
2015年 1月 21日～
2015年 3月 7日) 

3 松田 和美 
給水施設設計／運

営・維持管理計画 
株式会社 エイト日本技
術開発 

2015年 2月 15日～
2015年 3月 21日 

4 

香川 重善（前任
2014年 12月まで） 
永沼 俊道（後任
2015年 1月より） 

自然条件等調査１

／試掘監理 
日本テクノ株式会社 

2014 年 11月 20日～
2014 年 12月 19日 
2015年 1月 26日～
2015年 3月 17日 

5 水寄 僚子 
環境社会配慮／ 
社会調査１ 

株式会社 建設技研 
インターナショナル 

2014 年 11月 16日～
2014 年 12月 19日 

6 高津 光 
施工計画１／調達

計画／積算 
株式会社 建設技研 
インターナショナル 

2015年 3月 15日～
2015年 5月 1日 

7 松尾 直樹 
自然条件調査 2／ 
施工計画 2 

株式会社 建設技研 
インターナショナル 

2015年 3月 15日～
2015年 4月 12日 

 

 

第 3次現地調査の調査団構成及び期間 

No. 氏  名 担  当 所  属 期  間 

1 村上 敏雄 団長 JICA 国際協力専門員 
2015年 10月 16日～
2015年 10月 23日 

2 安藤 雄介 
業務主任／給水計

画 
株式会社 建設技研 
インターナショナル 

2015年 10月 11日～
2015年 10月 23日 

3 杉野 晋介 
副業務主任／水理

地質／地下水開発

計画 

株式会社 エイト日本 
技術開発 

2015年 10月 11日～
2015年 10月 23日 

4 柳川 優人 計画管理 
JICA 地球環境部  
水資源グループ 

2015年 10月 16日～
2015年 10月 23日 

4 生熊 恵美 通訳 JICE 
2014 年 10月 12日～
2014 年 10月 23日 
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添付資料 2 調査日程 

第 1次現地調査：2014年 8月 24日～2014年 10月 19日（57日間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 3 4 5 6 7 8 9

日
順

月日
曜
日

宮崎 明博
（総括）

村上 敏雄
（地下水開発計
画）

坂本 大祐
（計画管理）

岡田 登
（通訳）

安藤雄介
（業務主任／給水
計画）

杉野晋介
（副業務主任／水
理地質／地下水
開発計画）

松田和美
（給水施設設計／
運営・維持管理計
画）

松尾直樹
（自然条件等調査
2／施工計画2）

菅恵里奈
（業務調整／社会
調査2）

1 2014年

8月24日

日 羽田→パリ 成田→パリ

2 8月25日 月 パリ→コトヌー パリ→コトヌー パリ→コトヌー

3 8月26日 火

4 8月27日 水

5 8月28日 木

6 8月29日 金

7 8月30日 土 成田→パリ

8 8月31日 日 パリ→コトヌー

9 9月1日 月

10 9月2日 火 現地再委託先調査コトヌー→ダッサズメ

11 9月3日 水 コトヌー→ダッサズ
メ

ダッサズメ市長表
敬等

12 9月4日 木

13 9月5日 金

14 9月6日 土

15 9月7日 日

16 9月8日 月

17 9月9日 火 →コトヌー

18 9月10日 水

19 9月11日 木 コトヌー→ 日本大使館報
告、コトヌー→

日本大使館報
告

日本大使館報
告、コトヌー→

日本大使館報告

20 9月12日 金 パリ→ コトヌー→ パリ→ コトヌー→

21 9月13日 土 成田 羽田 パリ→

22 9月14日 日 羽田

23 9月15日 月

24 9月16日 火

25 9月17日 水

26 9月18日 木

27 9月19日 金

28 9月20日 土

29 9月21日 日

30 9月22日 月

31 9月23日 火

32 9月24日 水

33 9月25日 木

34 9月26日 金

35 9月27日 土

36 9月28日 日 コトヌー→

37 9月29日 月 パリ→

38 9月30日 火 成田

39 10月1日 水

40 10月2日 木 羽田→

41 10月3日 金 パリ→コトヌー

42 10月4日 土

43 10月5日 日

44 10月6日 月 コトヌー→

45 10月7日 火 パリ→

46 10月8日 水 羽田

47 10月9日 木

48 10月10日 金 コトヌー→

49 10月11日 土 パリ→

50 10月12日 日 羽田

51 10月13日 月

52 10月14日 火

53 10月15日 水

54 10月16日 木

55 10月17日 金 コトヌー→

56 10月18日 土 パリ→

57 10月19日 日 （第2次調査へ継続） 成田

資料整理

ミニッツ協議

ミニッツ協議およびミニッツサイン

羽田→パリ

パリ→コトヌー

DG-Eau本部表敬、SONEB本部表敬、インセプションレポート説明

コトヌー→ダッサズメ

ダッサズメ市長表敬、コリーヌ県S-Eau打合せ、SONEBダッサズメ支店

打合せ、既存施設視察

グラズエ市長表敬、SONEBグラズエ支店打合せ、既存施設視察

既存施設視察

ダッサズメ→コトヌー

既存井戸

調査

物理探査

調査

掘削地点

選定

資料・情

報収集

JICA支所打合せ、DG-Eau本部表敬、SONEB本

部表敬、S-Eau Collines打合せ、SONEBダッサズ

メ支店打合せ、地下水開発調査実施サイトの候

補地選定踏査、ダッサズメ市及びグラズエ市既存

施設状況確認調査、現地井戸業者サイト視察、

資料整理

現地再委託先調査・

入札・契約、資料整理

・プロジェクトの実施体制の確認

・過去の類似案件及び他ドナー・機関の

援助動向の調査

・地下水開発ポテンシャル地域の特定と

集水域及び地下水涵養量の把握

・対象地域の既存給水施設調査

・水需要バランスの把握

・現地再委託先調査・発注関連業務

・現地再委託業務（揚水試験）

・プロジェ

クトの実施

体制の確

認

・過去の類

似案件及

び他ド

ナー・機関

の援助動

向の調査

・地下水開

発ポテン

シャル地

域の特定

と集水域

及び地下

水涵養量

の把握

・対象地域

の既存給

水施設調

査

・水需要バ

ランスの把

握
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第 2次現地調査：2014年 10月 2日～2015年 5月 3日（183日間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7

安藤雄介
（業務主任／給水計画）

杉野晋介
（副業務主任／水理地質
／地下水開発計画）

松田和美
（給水施設設計／運営・維
持管理計画）

香川 重義

（前任2014年12月まで）

永沼 俊道

（後任2015年1月より）

(自然条件等調査1／試掘

監理)

水寄 僚子

(環境社会配慮／社会調

査1)

高津 光
(施工計画1／調達計画／

積算)

松尾直樹
（自然条件等調査2／施工

計画2）

58 10月20日 月 （10月2日より継続）

59 10月21日 火

60 10月22日 水

61 10月23日 木

62 10月24日 金

63 10月25日 土

64 10月26日 日

65 10月27日 月

66 10月28日 火

67 10月29日 水

68 10月30日 木

69 10月31日 金

70 11月1日 土

71 11月2日 日

72 11月3日 月

73 11月4日 火

74 11月5日 水

75 11月6日 木

76 11月7日 金

77 11月8日 土

78 11月9日 日 コトヌー→

79 11月10日 月 パリ→
80 11月11日 火 羽田

81 11月12日 水

82 11月13日 木

83 11月14日 金

84 11月15日 土

85 11月16日 日 羽田→パリ

86 11月17日 月 パリ→コトヌー

87 11月18日 火

88 11月19日 水

89 11月20日 木 羽田→パリ

90 11月21日 金 パリ→コトヌー

91 11月22日 土

92 11月23日 日

93 11月24日 月

94 11月25日 火

95 11月26日 水

96 11月27日 木

97 11月28日 金

98 11月29日 土

99 11月30日 日

100 12月1日 月

101 12月2日 火

102 12月3日 水

103 12月4日 木

104 12月5日 金

105 12月6日 土

106 12月7日 日

107 12月8日 月

108 12月9日 火

109 12月10日 水

110 12月11日 木

111 12月12日 金

112 12月13日 土

113 12月14日 日

114 12月15日 月

115 12月16日 火

116 12月17日 水 コトヌー→ コトヌー→
117 12月18日 木 パリ→ パリ→
118 12月19日 金 羽田 羽田

119 12月20日 土

↓ 年末年始

150 1月20日 火

151 1月21日 水 羽田→パリ

152 1月22日 木 パリ→コトヌー

153 1月23日 金

154 1月24日 土

155 1月25日 日

156 1月26日 月 羽田→パリ

157 1月27日 火 パリ→コトヌー

158 1月28日 水

159 1月29日 木

160 1月30日 金

161 1月31日 土

162 2月1日 日

163 2月2日 月

164 2月3日 火

165 2月4日 水

166 2月5日 木

167 2月6日 金

168 2月7日 土

169 2月8日 日

170 2月9日 月

171 2月10日 火

172 2月11日 水

173 2月12日 木

174 2月13日 金

175 2月14日 土

日
順

月日
曜
日

既存井戸調査

物理探査調査

掘削地点選定

資料・情報収

集

試掘監理

揚水試験監

理

社会調査

環境社会調

査

資料・情報収

集

物理探査

掘削地点選定

資料・情報収集

SONEBへ結果

説明

試掘監理

揚水試験監

理
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1 2 3 4 5 6 7

安藤雄介
（業務主任／給水計画）

杉野晋介
（副業務主任／水理地質
／地下水開発計画）

松田和美
（給水施設設計／運営・維
持管理計画）

香川 重義

（前任2014年12月まで）

永沼 俊道

（後任2015年1月より）

(自然条件等調査1／試掘

監理)

水寄 僚子

(環境社会配慮／社会調

査1)

高津 光
(施工計画1／調達計画／

積算)

松尾直樹
（自然条件等調査2／施工

計画2）

175 2月14日 土

176 2月15日 日 羽田→パリ

177 2月16日 月 パリ→コトヌー
178 2月17日 火

179 2月18日 水

180 2月19日 木

181 2月20日 金

182 2月21日 土

183 2月22日 日

184 2月23日 月

185 2月24日 火

186 2月25日 水

187 2月26日 木

188 2月27日 金

189 2月28日 土

190 3月1日 日

191 3月2日 月

192 3月3日 火

193 3月4日 水

194 3月5日 木 コトヌー→
195 3月6日 金 パリ→
196 3月7日 土 羽田

197 3月8日 日

198 3月9日 月

199 3月10日 火

200 3月11日 水

201 3月12日 木

202 3月13日 金

203 3月14日 土

204 3月15日 日 コトヌー→ 成田→パリ 成田→パリ

205 3月16日 月 パリ→ パリ→コトヌー パリ→コトヌー

206 3月17日 火 羽田

207 3月18日 水

208 3月19日 木 コトヌー→
209 3月20日 金 パリ→
210 3月21日 土 羽田

211 3月22日 日

212 3月23日 月

213 3月24日 火

214 3月25日 水

215 3月26日 木

216 3月27日 金

217 3月28日 土

218 3月29日 日 羽田→パリ

219 3月30日 月 パリ→コトヌー

220 3月31日 火

221 4月1日 水

222 4月2日 木

223 4月3日 金

224 4月4日 土

225 4月5日 日

226 4月6日 月

227 4月7日 火

228 4月8日 水

229 4月9日 木

230 4月10日 金 コトヌー→
231 4月11日 土 パリ→
232 4月12日 日 成田

233 4月13日 月

234 4月14日 火

235 4月15日 水

236 4月16日 木

237 4月17日 金

238 4月18日 土

239 4月19日 日

240 4月20日 月

241 4月21日 火

242 4月22日 水

243 4月23日 木

244 4月24日 金

245 4月25日 土

246 4月26日 日

247 4月27日 月

248 4月28日 火 テクニカルノート締結 テクニカルノート締結

249 4月29日 水 コトヌー→
250 4月30日 木 パリ→
251 5月1日 金 コトヌー→ 羽田

252 5月2日 土 パリ→
253 5月3日 日 羽田

日
順

月日
曜
日

物理探査

掘削地点選定

資料・情報収集

SONEBへ結果

説明

試掘監理

揚水試験監

理

施設設計に

関する情報

収集、関係機

関（SONEB、

コミューン等）

との協議、概

要説明

積算調査

見積り入手

調達計画調

査

施工計画調

査

資料・情報収

集

現地再委託

調査（測量調

査、地盤調

査）

試掘・揚水試

験監理

資料・情報収

集

資料・情報収

集

全体調査結

果の概要とり

まとめ

SONEBとの

協議

テクニカル

ノートの作成

テクニカル

ノートに関す

る協議
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ドラフトファイナルレポート説明調査日程 

日付 
JICA コンサルタント 

団長 
村上 敏雄 

計画管理 
柳川 優人 

通訳 
生熊 恵美 

業務主任 
安藤 雄介 

副業務主任 
杉野 晋介 

1 10 月 11 日 日 

  

  コトヌー着 
2 10 月 12 日 月 コトヌー着 SONEB、JICAベナン支所表敬 
3 10 月 13 日 火 SONEB、水省協議 
4 10 月 14 日 水 SONEB 協議 
5 10 月 15 日 木 SONEB 協議 
6 10 月 16 日 金 コトヌー着 SONEB 協議 
7 10 月 17 日 土 ミニッツ準備 
8 10 月 18 日 日 ミニッツ準備 
9 10 月 19 日 月 ミニッツ協議 
10 10 月 20 日 火 ミニッツ協議 

11 10 月 21 日 水 ミニッツ締結、大使館報告、JICA報告 
コトヌー→ 

12 10 月 22 日 木 パリ→ ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ→ 
13 10 月 23 日 金 日本（成田・羽田） エンテベ 

 

 

  



 

A3-2 
 

添付資料 3 相手国関係者リスト 

（１）Ministère de l'Eau (水省) (旧MERPMEDER：鉱山・エネルギー・水省) 

Mme Chiristine A GBEDJIVIAHO Ministère de l'Eau 

Mme Léonitone A. DANWEZOU MICHAI Conseiller Technique chargé du suivi Projets et Programmes 

M. Armand S. R. Dakehoun Secrétarie Général 

M. Biaou Timolhée Directeur de l’Approvisinonnement en Eau Potable 

M. Rogatien J. Prodjinotho Ingénieur des Travaux Publics, Direction Generale de l’Eau 

M. Yédé Victor Yoxi Ingénieur en Hydraulique, Direction Generale de l’Eau 

M. Moussa Ouorou Chef Service, Service de l’Eau des Collines 

M. Coco Martial Service de l’Eau des Collines 

M. Yessouf Moudjib Service de l’Eau des Collines 

（２）Société Nationale des Eaux du Bénin (SONEB：ベナン国水道公社) 

M. Babaloja David Directeur Général 

Mme Olivia Alladakan Chef Développement  de Gestion des Projets 

M. Evariste O. Ayedegue Coordonnateur Suivi Projets 

M. William Dan Chef d’Agence de Dassa-Zoumé 

M. Wabi Alao Agence de Dassa-Zoumé 

M. Ibitecho Pascal Chef d’Agence de Glazoué 

（３）Ministère des Affaires Étrangères de l’Intégration Africaine, de la Francophonie et des Béninois de 

l’Extérieur（外務・アフリカ統合・仏語圏・在外ベナン人省） 

M. Bertin A. Babadoudou Director Asia Oceania 

（４）Mairie De Dassa-Zoumé（ダッサズメ市役所） 

M. Benjamin Adjinda Mayor 

M. Honore Ogoudje Chef Service Planification et Développement Pocal 

M. Andre Gbadi Secretaire General 

M. Salomon Obale Chef Service Technique 

M. Sylvain Agbani Chef Service Affaires Domaniales 

M. Dewanou Avodagbe Adjoint au Maine 

（５）Mairie De Glazoué（グラズエ市役所） 

M. John Olabode Chef Service Planification et Développement Economique 

M. Jean Ayitchedehou Chef Service de l’Eau de l’Assainissement et de la 

coopération Décentralisée 

M. Rafiou Ibouraima Chef d’arrondissement de Sokponta 
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M. Raphael Blalogoe Chef d’arrondissement de Thio 

（６）JICA ベナン支所 

外川 徹 支所長 

大野 明子 企画調査員（企画／プログラム調整） 

Mr. Vido Armel Didyme Program Officer 

（７）在ベナン日本国大使館 

塚原 大貮 特命全権大使 

西内 和彦 参事官 

河原 茉莉 三等書記官 

吉村 渓 企画調査員 

堀井 健士 企画調査員 

（８）在ベナンオランダ国大使館 

George de Gooijer 一等書記官（水専門家） 

Camille Dansou 水・衛生専門家 

（９）GTZ専門家 

George Schlenvoigt SONEB アドバイザー 

Guenther Rapp DG Eau 専門家 

（１０）在ベナントルコ名誉領事館 

Ichola Alomi Saliou 名誉領事 
 

 

 



 



ベナン共和国 

グラズエ市及びダッサズメ市における地下水を活用した飲料水供給計画 

準備調査 

 

協議議事録 

 

ベナン共和国（以下、ベナンという）からの要請を受け、国際協力機構（以下、ＪＩＣ

Ａという）は、「グラズエ市及びダッサズメ市における地下水を活用した飲料水供給計画」

（以下、本プロジェクトという）に関する協力準備調査の実施を決定した。 

ＪＩＣＡは、ＪＩＣＡ地球環境部課長宮崎明博を団長とする協力準備調査団（以下、調

査団という）を派遣し、2014 年 8 月 31 日から 9 月 11 日までベナンに滞在し第１次調査を

行っている。 

 協議及び現地調査の結果、双方は附属書に記述された主要事項について確認した。 

  

2014 年 9 月 10 日 コトヌー 

 

---------------------------------    --------------------------------------- 

宮崎 明博     ムッシュ. Armand S. R. DAKEHOUN 

団長      次官 

協力準備調査団     鉱山・エネルギー・水省 

ＪＩＣＡ     ベナン共和国 

日本国 
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１．プロジェクトの目的 

グラズエ市及びダッサズメ市において地下水を水源とする給水施設を建設することによ

り、安全な水の持続的、安定的な供給を図り、もって、地方都市における給水人口の増加

に寄与するものとする。 

 

２．プロジェクト対象地域 

プロジェクト対象地域は別添１の通り。 

 

３．責任機関及び実施機関 

 責任機関：鉱山・エネルギー・水省 （MERPMEDER） 

 実施機関：ベナン国水道公社（SONEB） 

 

４．ベナン側からの要請内容 

（１）グラズエ市及びダッサズメ市における地下水を水源とする給水施設の建設（井戸掘

削、ポンプ場や送配水管の建設、ポンプ等の機材の調達・設置を含む）。 

（２）給水施設の持続的な運営維持管理の強化を目的として、本プロジェクトにおける技

術支援（ソフトコンポーネント）の実施。 

 

５．日本の無償資金協力について 

（１）ベナン側は調査団が説明した別添３の日本の無償資金協力の仕組みを理解した。 

（２）ベナン側は日本政府が無償資金協力を実施する場合には、円滑な実施のために、別

添４に挙げるベナン側が対応すべき負担事項を実行する。 

 

６．調査の予定 

（１）本調査は第一次調査と第二次調査に大別する。第一次調査では対象サイトの基礎情

報収集を実施し、地下水開発ポテンシャル地域の特定を含め地下水開発による給水

計画の基礎検討を行う。そして、無償資金協力事業としての規模と範囲を検討し、

第二次調査の実施方針も含む第一次調査報告書を取り纏める。 

（２）第二次調査は 2014 年 11 月中旬開始を予定しており、開始時にベナン側に第一次調

査報告書及び第二次調査方針を説明する。第二次調査では、試掘などの主要な自然

条件調査を実施し、概略設計報告書案を作成する。 

（３）2015 年 9 月頃に調査団を派遣し概略設計案の概要についてベナン側に説明する。ベ

ナン側が概略設計報告書案の内容を原則的に承認したら、JICA は報告書の最終版を

作成する。ベナン側は協力準備調査の実施が、必ずしも日本国政府のプロジェクト

実施のコミットメントを意味しないことを理解した。 
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７．その他の協議事項 

（１）インセプション・レポート 

    調査団は、インセプション・レポートについてベナン側に対して説明を行い、そ

の内容についてベナン側は合意した。ただし、質問票に関しては、可及的速やかに

調査団に回答することを約束した。 

（２）本プロジェクト対象地域の現況把握 

第一次調査において対象地域の給水施設の現状を把握し、給水基本計画を検討す

るための基礎資料として、水需要及び既存施設の水供給量を概算で算定すること、

本プロジェクトで想定される給水施設の基本計画を持続的な運営維持管理も考慮し

て検討することを、双方で合意した。 

（３）計画目標年次 

計画目標年次は、本プロジェクトの給水施設の竣工後 3 年程度（2020 年）とする

ことを、双方で合意した。 

（４）計画給水区域 

本プロジェクトの計画給水区域は、グラズエ市及びダッサズメ市の市街地の中心

部を最優先地区として、これに隣接する地区については優先順位を付与して、開発

可能な新規水源量や設定する優先順位等に基づいて給水区域を決定することを、双

方で合意した。 

（５）給水原単位 

本プロジェクトの給水原単位は、SONEB の設計基準に基づいて設定する方針と

する。また、設定した同給水原単位については、現状の給水実績や将来の水需要動

向を把握し、その妥当性を検証することを、双方で合意した。 

（６）新規水源の確保  

本調査で実施する最大 20 ヶ所で行う深井戸の試掘の結果と、必要に応じて追加

的に 1~2 本試掘の可能性がある浅井戸の成功井を新規水源とする。また、既存井戸

の水質と水量を確認し、既存井戸の本プロジェクトの新規水源への転用の可能性も

あることを、双方で合意した。よって、これらの新規水源により、本プロジェクト

の給水計画を策定することを、双方で合意した。 

（７）試掘井地点と掘削許可の取得 

本調査で実施する試掘の地点については、今後、調査団とベナン側と協議を行い、

物理探査や既存給水施設の現状、検討される給水計画、水中モーターポンプの動力

源等を踏まえ決定することで、双方が合意した。 

また、ベナン側は、本調査中に実施する深井戸の試掘調査に関して、調査団が選

定した試掘地点（場合によっては浅井戸も含む）の立ち入り許可及び掘削許可を当

該地点の地権者あるいは地元関係者から取得することを約束した。 

（８）既存井戸の揚水試験 
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第二次調査において、本プロジェクトの対象地域の都市給水施設の水源である既

存井戸の適正揚水量の把握を目的とした揚水試験を予定している。揚水試験実施中

は給水施設への当該井戸からの水供給が停止するため、具体的な揚水試験の実施方

法については、第一次調査で検討、事前に手順を調査団がベナン側に提示する。 

（９）用地取得 

ベナン側は、プロジェクトの実施に必要な用地取得及び住民移転については、関

係省庁と連携し、責任を持って、べ国及び JICA 環境社会配慮ガイドラインの手続

きに従って行うことを確約した。 

（１０）他プロジェクトとの重複 

    ベナン側は本プロジェクトが他ドナー機関、NGO の類似の支援と重複していない

ことを説明した。また今後も、ベナン側は他ドナーからの類似の支援と日本の支援

が重複することが無いよう十分に整理し、ドナーの支援状況を常に調査団と共有す

ることを約束した。 

（１１）免税措置 

    本プロジェクトについては、ベナン側は同国において課せられる付加価値税、関

税その他あらゆる税金が免除されることを確約した。 

（１２）カウンターパートの同行と安全対策措置 

    調査団は、現地調査において、技術移転と現地でのアクセスを容易とするベナン

側のカウンターパートの同行を要請し、ベナン側は了承した。また、ベナン側は、

調査団の安全を確保するために必要なあらゆる便宜を提供することを約束した。 

（１３）先方負担事項 

    ベナン側は本プロジェクトに必要な既存商用電力の延伸を負担する。 

    また、ベナン側は同国環境法に従い、本プロジェクトの環境影響評価を行う。 

 

別添１：プロジェクト対象地域 

別添２：責任機関及び実施機関の組織図 

別添３：日本の無償資金協力の仕組み 

別添４：各国側負担事項 
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グラズエ市及びダッサズメ市における 

地下水を活用した飲料水供給計画準備調査 

テクニカルノート 

 

 本テクニカルノートは、表記準備調査の現地調査の完了に伴い、調査コンサルタントと実施

機関において、技術的見解を確認するものである。それらを以下に示す。但し、検討中事項も

含まれており、 終的な結論ではない。 

 

1．現在までに実施した調査とそれらの結果 

(1) 水理地質関連調査 

 水理地質関連調査として、①地質及びリニアメント解析、②既存井戸の状況の解析、③物理

探査（水平探査 132.9 側線、垂直探査 79 測点）を実施し、24 ヵ所（当初予定していた数量 20

ヵ所＋SONEB の既存井戸の堀替え数量 4 ヵ所）の試掘地点を選定した。 

 

(2) 試掘調査 

 1.(1)で選定された 24 ヵ所において井戸掘削を行い、15 ヵ所において水が出ることが確認さ

れたため、ケーシングの挿入及び揚水試験を行った。その結果を表‐1 に示す。 

表‐1 試掘と揚水試験結果 
2015 年 4 月 15 日現在 

区域 井戸 
井戸 
深度 

スクリーン深度（m） 
推定可能 
揚水量 
（m3/hr) 

備 考 

ダ
ッ
サ
ズ
メ 

3-SE4' 56.8 m 48.0 - 56.34 m 55 
注) 

3-SE8 84.3 m 73.21 - 81.5 m 50 
3-SE5 40.0 m 31.00 - 33.76 m 2  
3-SE6 31.2 m 22.20 - 24.97 m 1.5  
AYEDERO 実施中    
LOULE 実施中    

グ
ラ
ズ
エ 

5-SE2 39.9 m 30.90 - 33.67 m 4 
給水区域から遠方に

位置する 
7-SE8 84.3 m 73.20 - 81.5 m 6 EC1が高い 
7-SE10 52.0 m 20.40 - 31.53 m、40.42 - 49.19 m 20 

2-SE12 26.0 m 11.50 - 17.05 m 3 
給水区域から遠方に

位置する 
7-SE1 58.8 m 33.36 - 44.20 m、50.04 - 55.88 m 1 DG-Eau 井戸に転用 
7-SE20 45.5 m 31.06 - 39.76 m 1.6 DG-Eau 井戸に転用 
7-SE21 31.5 m 20.11 - 25.94 m 1.5 DG-Eau 井戸に転用 
FN5 実施中    
OGOUDAKO 実施中    

注）3-SE4'と 3-SE8 の井戸は 150m しか離れておらず、本調査の揚水試験の結果、井戸干渉が確認されている。このため、

二本の井戸の合計揚水量（55＋○○ m3/hr）を連続して揚水することは出来ない。従って、これらの井戸を同時に稼働する

ことは難しく、交互に運転する可能性が高い。 
 

 表－1 の推定可能揚水量は、本調査による揚水試験の結果であり、1 日当たりの可能揚水量

は、運転時間を乗じた水量となる。運転時間の設定については、日本に持ち帰り、井戸の回復

試験の解析などから検討・判断する。  

                                                  
1 EC (Electric Conductivity)：電気伝導度の略称 
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 対象地域における井戸は全般的に不圧地下水を取水しており、今回の調査で新規掘削した井

戸も不圧地下水を取水している。不圧地下水は、降雨による影響を大きく受けるため、降雨の

少ない年は、十分に涵養されない可能性がある。また、①乾期には地下水の涵養が見込めない

こと、②地下水の賦存帯によっては地表からの涵養源が断たれている可能性があることから、

長時間の揚水に耐えられず、井戸が枯渇してしまう可能性がある。 

 本調査によって新規に開発された井戸からの取水により、将来的に周辺井戸に影響を及ぼし、

枯渇する井戸が発生する可能性が考えられる。本事項への対応については、別途協議とする。 

 給水区域から遠方に位置する井戸（5-SE2、2-SE12）や揚水量の少ない井戸（3-SE5、3-SE6）

の使用可否については、日本に持ち帰り検討する。なお、7-SE1、7-SE20、7-SE21 については、

本プロジェクトでは使用せず、現状のままベナン側に引き渡すこととする。また、SONEB の

既存井戸の堀替え 4 カ所についても、現状のままベナン側へ引渡し、ポンプの付替え等は

SONEB により実施するものとする。 

 水質については、本計画対象地域でフッ素と硝酸が懸念されており、現在、水質検査を実施

中である。水質基準に関しては、原則ベナン国の水質基準を採用する。なお、ある水源の水質

が基準を満たさない場合においても、他の水源による希釈効果により水質基準を満たす可能性

がある場合は、水源として用いることを検討する。 

 

(3) 社会条件調査 

 給水計画の立案に向け、地域の給水状況、給水ニーズ等に係る基礎情報を得るため、対象地

域において社会状況調査を実施した。調査は、世帯調査とフォーカスグループディスカッショ

ン法を併用した。また、医療機関での聞き取りを現地踏査時に実施した。社会調査において抽

出された問題は以下の通りである。 

 SONEB の給水サービスに対する不満 

 水因性疾患の多発 

 

(4) ベナン国における給水計画諸元調査 

 ベナン国の給水計画諸元について、SONEB の実績値と設計基準を確認した。本プロジェク

トの計画策定に当っては、暫定値として以下の値を採用する。 終的に採用する値については、

日本に持ち帰り精査する。 

① 給水原単位： 40L/人/日 

SONEB の年次報告書（2014 年 4 月）によると、SONEB が管轄するベナン国内の都

市の平均給水原単位は、39.4L/人/日（2012 年と 2013 年の平均値）である。一方、本プ

ロジェクトの対象サイトのあるコリーヌ県を管轄するアボメイ－ボイコン支局管内の

平均給水原単位は、27.7L/人/日であり、全国平均の約 70％の水準となっている。 

本プロジェクトの計画給水区域であるグラズエ及びダッサズメの 2014 年乾期後半

における給水原単位は、それぞれ 20.7L/人/日と 18.5L/人/日と推定され、上記の全国平

均の約半分に留まる。本プロジェクトでは、このような厳しい給水状況を改善するた

め、当該地区の給水原単位を現在の約 2 倍の全国レベル（＝40L/人/日）に引き上げる

ことを目標とする。  
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② 負荷率：  0.8 

③ 有収率：  0.8 

④ 時間係数： 1.8 

 

(5) 土地収用 

 各施設の土地収用状況を表‐2 に示す。 

表‐2 土地収用の状況 

区域 施 設 場 所 土地収用 備 考 

ダ

ッ

サ

ズ

メ 

井戸 

3-SE4' 軍用地 合意済  
3-SE8 軍用地 合意済  
3-SE5 コミューン所有地 合意済  
3-SE6 コミューン所有地 合意済  

高架水槽 中学校敷地内 合意済  
原水貯水槽 軍用地 合意済  

導水管 
3-SE6→3-SE5→原水貯水槽 コミューン所有地 合意済  
3-SE4→3-SE8→原水貯水槽 軍用地 合意済  

送水管 
原水貯水槽→高架水槽 コミューン道路沿い 不要  
原水貯水槽→既存水槽 一部民地 不要 民地確認済 

配水本管 既存水槽→ダッサⅠ配水管 一部民地 不要 民地確認済 

グ

ラ

ズ

エ 

井戸 

2-SE12   合意済  
5-SE2   合意済  
7-SE1   合意済 HP に転用 
7-SE8   合意済  

7-SE10 コミューン所有地 合意済  
7-SE20   合意済 HP に転用 
7-SE21   合意済 HP に転用 

高架水槽 鉄道局敷地内 合意済  
原水貯水槽 コミューン所有地 合意済  

導水管 

2-SE12→原水貯水槽 コミューン道路+鉄道局 不要 
鉄道局立会

いで確認済 

5-SE2→原水貯水槽 コミューン道路+鉄道局 不要 
鉄道局立会

いで確認済 
7-SE8→原水貯水槽 コミューン道路 不要  

2-SE10→原水貯水槽 コミューン道路+民地 不要 民地確認済 

送水管 原水貯水槽→高架水槽 コミューン道路+鉄道局 不要 
鉄道局立会

いで確認済 

 

2．実施中の業務（2015 年 4 月 27 日現在） 

(1) 水質試験 

 揚水試験に伴った水質試験を実施中である。 

(2) 測量 

 配管の路線測量、施設建設位置における地形測量を実施中である。 

(3) 地盤調査 

 高架水槽及び原水貯水槽地点における地盤調査（標準貫入試験）と計画配管路上における岩

掘削割合を調べるための試掘を実施中である。  
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3．基本計画 

(1) 計画給水区域、計画年次、計画給水人口 

 計画給水区域はダッサズメ市、グラズエ市及びその周辺地区であり、各給水区域を表‐3 に

示す。 

表‐3 計画対象地域の区域 

ダッサズメ グラズエ 

KPINGNI GLAZOUE 

DASSA I MAGOUMI 

DASSA II OUEDEME 

－ ZAFFE 

－ KPAKPAZA 

 

計画目標年次は 2020 年とする。施設の規模は、

目標年次における人口や給水率、給水原単位等の

計画諸元をもとに設定する。設定にあたっては既

存の SONEB の給水施設を考慮する。 

なお、現時点の調査結果から、既存の井戸水源

と本準備調査で開発可能な水源では 2020 年の水

需要量を満たせない可能性が高い。この場合は、

可能揚水量をもとに新規給水施設を建設し、併せ

て計画給水人口の見直しを行う。 図‐1 給水計画の考え方 

 

(2) 給水方法 

1) ダッサズメ 

 ダッサズメの給水について、複数の井戸から揚水された原水は導水管を経て、一旦、原水貯

留槽に貯留される。そこで塩素滅菌した後に①送水管を経て高架水槽に揚水し Dassa II 地区に

配水管に接続し配水する。もう一方は、②送水管を経て高置に設置されている既存水槽に揚水

し、配水本管を経て Dassa I 地区に配水管に接続し配水する。図‐2 に、ダッサズメにおける給

水方法の概要図を示す。 

 

図‐2 ダッサズメにおける給水方法概要図 

  

井戸(複数) 導水管(複数 原水貯水槽

塩素
高架水槽

既存水槽

送水管

送水管 配水本管

配水管(Dassa2)

配水管(Dassa1)

既存の SONBE 施設

からの給水量 

① 

② 

2020 年の

水需要量

開発目標

水量 
可能 

揚水量 ⇒ 大給水量 
計画給水人口

の見直し 

新規給水施設の建設
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2) グラズエ 

 グラズエの給水について、複数の井戸から揚水された原水は導水管を経て、一旦、原水貯留

槽に貯留される。そこで塩素滅菌した後に、送水管を経て高架水槽に揚水し、グラズエの配水

管に接続し配水する。図‐3 に、グラズエにおける給水方法の概要図を示す。 

 

図‐3 グラズエの給水方法 

 

4．各国の負担事項（ドラフト説明時に協議を行って 終的に決定させる） 

(1) 日本側の実施範囲 

 井戸ポンプの設置（ハンドポンプ用井戸及び SONEB 既存井戸の堀替え井戸におけるポン

プ設置は除く） 

 導水管の敷設 

 原水貯水槽（送水ポンプ、塩素滅菌器含む）の建設 

 送水管の敷設 

 高架水槽の建設 

 ダッサズメ既存水槽の改修 

 ダッサズメ配水本管の敷設 

 維持管理用建屋の建設 

 各施設フェンスの設置 

 

(2) ベナン側の実施範囲 

 電力線の引込 

 土地収用 

 環境影響評価の実施 

 

5．日本での検討事項 

 詳細事項については、日本に持ち帰り検討する。主な検討事項は以下の通りである。 

 計画揚水量の確定（ポンプの運転時間を含む） 

 発電機の設置 

 各戸接続用配管接続キット（量水器、バルブ、タップ、パイプのセット）の供与 

 各施設の仕様の確定 

 概略事業費の算定 

 ソフトコンポーネント計画の策定 

 

 

井戸(複数) 導水管(複数 原水貯水槽

塩素

高架水槽送水管 配水管(Glazue)
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推奨事項 

 本準備調査において、計画年次 2020 年における計画給水量に達しない。住民の水需要を

満たすために、他の水源の調査を行なう。 

 受電について積算を行う。 

 塩素は導水管に注入する。 

 

Dated: April 28, 2015 

 

________________________________ _______________________________ 

Yusuke Ando BABALOLA David 
Project Manager Director General 
L’étude Préparatoire pour le Projet Société Nationale des Eaux du Bénin 
d'approvisionnement en eau potable (SONEB) 
par l'exploitation des eaux souterraines 
des communes de Glazoué et 
Dassa-Zoumé 
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添付資料 7 SONEBの支出計算書（試算） 

 

1．ダッサズメ支局職員の給与支出額予測（現状とプロジェクト後） 

 

ダッサズメ支所職員の給与支出について、完全なるデータは入手できなかったが、一部

職員の給料表を入手できた。これから現状とプロジェクト後の給与支出額を算出する。そ

れを表 A7-1 に示す。 

入手できた値は表 A7-1 における“各人給料/月”の値である。これは税込で SONEB が支払

う金額で、各人はこの値から税金を引かれて給与が支給される。 

年収については、SONEB のボーナスは普通の利益の場合は年間 2 カ月、利益が多い場合

は 1 カ月分余分に支給される。ここではボーナスは 3 カ月分として、年間 15 カ月分の給与

が支給されるとして計算した。 

 

表 A7-1 ダッサズメ支所職員の給与支出額予測 

（単位:CFA） 

No 職員 各人給

料/月 
年収（ボー

ナス含む） 

現状 プロジェクト後 

職員数 給与支出額 職員数 給与支出額 

1 所長 913,801 13,707,015  1  13,707,015  1 13,707,015  
2 所長代理 696,323 10,444,845  1  10,444,845  1 10,444,845  
3 会計 189,483 2,842,245  1  2,842,245  1 2,842,245  
4 秘書 168,434 2,526,510  1  2,526,510  1 2,526,510  
5 配管工 164,914 2,473,710  1  2,473,710  3 7,421,130  
6 ○運転手 195,528 2,932,920  1  2,932,920  1 2,932,920  
7 施設運用 253,848 3,807,720  1  3,807,720  2 7,615,440  
8 検針員(1)ダッサ 277,289 4,159,335  1  4,159,335  1 4,159,335  
9 ○検針員(2)ダッサ 195,528 2,932,920  1  2,932,920  2 5,865,840  

10 ○検針員(3)ダッサ 195,528 2,932,920  1  2,932,920  2 5,865,840  
11 グラズエ所長 547,217 8,208,255  1  8,208,255  1 8,208,255  
12 検針員(4)グラズエ 119,199 1,787,985  1  1,787,985  1 1,787,985  
13 ○検針員(5)グラズエ 195,528 2,932,920  1  2,932,920  2 5,865,840  
  合計 13  61,689,300  19 79,243,200  

職員の○印は給与のデータが入手出来なかった為に、幹部（所長、所長代理、グラズエ所長）を除いた給与

の平均値を、彼らの給与額とした。 

 

「2-1-4-7 水道料金と料金収入」及び「3-4-2 プロジェクトの運営・維持管理計画」に示し

た通り、ダッサズメ支所はDRABの一支局であり、ダッサズメ市とグラズエ市にあるSONEB

水道施設の運営を行っている現状の職員数は 13 人で年間給与支出予想額は 61,689,300CFA

（=12,954,753 円[1CFA=0.21 円]）、プロジェクト後は 19 人で運営を行い 79,243,200CFA

（=16,641,072 円）の支出額と予想される。 
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2．電気代 

電気代については、主にポンプの運転が主となる。運転時間については、当初と同じ考え方、

グラズエの 7-SE8、7-SE10 井戸は 16 時間運転、ダッサズメの 3-SE4 と 3-SE8 は 1 日当り 20 時間

運転の交互運転（1 日当り 10 時間運転）で算出した。 

井戸ポンプ及び配水ポンプについては後述する発電機も使用するので、稼働率を 90%と想定

した。その計算は以下の通りである。 

 

表 A7-2  電気代の計算書 

機器 
Q 

（m3/分） 

① ② ③=②×0.8 ④ 
⑤=②×③

×④ ⑥=⑤×78 ⑦=⑥×365 

出力 
（Kw） 

計画最大

給水量時

運転時間 

計画平均

給水量時

運転時間 

電気稼

働率

（％） 

使用 
電力量 
（kwh） 

1 日当りの 
電気料金 
（CFA) 

年間電気 
料金 

（CFA) 

7-SE8 井戸ポンプ 0.10 3.7 16 12.8 90  42.6 3,325  1,213,505  
7-SE10 井戸ポンプ 0.34 3.7 16 12.8 90  42.6 3,325  1,213,505  
グラズエ配水ポンプ 0.29 5.5 24 19.2 90  95.0 7,413  2,705,789  
3-SE4 井戸ポンプ 0.84 11.0 10 8.0 90  79.2 6,178  2,254,824  
3-SE8 井戸ポンプ 0.84 15.0 10 8.0 90  108.0 8,424  3,074,760  
ダッサズメ配水ポンプ 1 0.25 5.5 24 19.2 90  95.0 7,413  2,705,789  
ダッサズメ配水ポンプ 2 0.45 15.0 24 19.2 90  259.2 20,218  7,379,424  
その他  5.0 

 
12.0 90  54.0 4,212  1,537,380  

合計      775.7 60,506.8  22,084,976  
ベナン電気料金 78CFA/kwh（全国共通） 

 

3．発電機 

停電に備えて、井戸ポンプ及び配水ポンプ用に発電機を設置し、停電に備える。発電機

の稼働率はポンプ運転時間の 10%とする。（1 日当りの運転時間 5.67hr は 19.2×0.3 である）。

その金額は表を以下に示す。 

表 A7-3 発電機の仕様に伴う燃料費 

機器 

① ② ③ ④= 
②×③ 

⑤= 
④×600 ⑥=⑤×365 

出力 
（KVA） 

燃料 
消費量 
（㍑/hr） 

1 日当りの

運転時間

（hr） 

1 日当りの

燃料消費量 
（㍑/日） 

1 日当りの 
燃料代＊ 
（CFA） 

年間燃料費 
（CFA） 

7-SE8 井戸ポンプ 17 2.4 1.6 3.84  2,304  840,960  
7-SE10 井戸ポンプ 17 2.4 1.6 3.84  2,304  840,960  
グラズエ配水ポンプ 37 4.7 2.4 11.28  6,768  2,470,320  
3-SE4 井戸ポンプ 50 6.4 1.0 6.40  3,840  1,401,600  
3-SE8 井戸ポンプ 75 9.1 1.0 9.10  5,460  1,992,900  
ダッサズメ配水ポンプ 75 9.1 2.4 21.84  13,104  4,782,960  
合計      12,329,700  
＊：ディーゼル燃料費 600CFA/㍑ 
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4．塩素滅菌費 

グラズエ・ダッサズメの滅菌用の塩素はさらし粉を用いており、本プロジェクトも同じ

く塩素滅菌用にさらし粉を溶解させて、注入する。注入率は 1.5mg/ﾘｯﾄﾙとした場合の年間

塩素滅菌費は下表の通りである。 

表 A7-4 年間塩素滅菌費 
平均給水量 
（m3/日） 

注入率 
（mg/㍑） 

注入量 
（kg/日） 純度 実注入量

（kg/日） 
年間注入量

（kg/年） 
単価 

（CFA/kg） 
年間金額

（CFA） 

1,604  1.5 2.41 0.7 3.44 1,255  3500 4,390,950  
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添付資料8 新規掘削井戸の揚水量 

当該地域の地下水は、不圧地下水であるため、井戸の運転に当っては、一定時間運転

の後、地下水位を回復させるための運転休止時間が必要となる。このため、単位時間当

たりの試掘井の能力と必要な新規水量を単純に比較するのは適切でなく、井戸の間欠運

転を考慮した水源能力の検討が必要である。 

本プロジェクトの試掘井からの取水量は、適切な井戸の運転休止時間と運転パターン

（毎日一定の時間運転を休止、あるいは2日間連続運転の後、1日休止等の運転方法）を

設定し、持続的に取水可能な水量とする。 

１）観測井の水位変動 

コリーヌ県における水位観測井の地下水位変化を図 A8-1、ダッサズメの年間降水量の

推移を図 A8-2に示す。図 A8-1に示す通り、大部分の井戸は4月頃に水位が最も低下し、

10月頃に水位は最も高くなる。ベナンでは4月から10月にかけて雨季となるため降水量が

多く、井戸の最低水位は雨季の初めに、最高水位は雨季の終りに観測されている。年間

の水位変動はグラズエで4～10m、ダッサズメで2～11mの範囲となっている。 

グラズエにおいて、2013年～2014年にかけて地下水位が2m程度低下する傾向が認めら

れる。これは2012年と2013年の年間降水量が他の年と比べ3割程度少なく、流域への流入

量が低下したことに起因すると考えられる。しかしながら、表 A8-2に示すとおりグラズ

エの年間揚水量は増大傾向にあることから、引き続き降水量や揚水量等、流域の涵養量

を推測するためのデータを収集する必要がある。 

ダッサズメにおいて、2011年10月～2013年4月まで地下水位は回復していない。この理

由は、グラズエと同様に2012年と2013年の降水量が少なく流入量が低下したことに加え、

グラズエと比較するとダッサズメの揚水量は約2倍と多く、流出量＋揚水量が流入量を上

回ったためと考えられる。2012年以降、ダッサズメにおける揚水量は年々低下傾向にあ

るが、それでも流入量に比べると揚水量が過大となっていると推測される。 
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図 A8-1 コリーヌ県にある観測井戸の水位変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 A8-2 ダッサズメの年間降水量の推移 

２）計画対象地域の予測涵養量と揚水量 

2013年に実施された情報収集・確認調査において、集水流域の有効空隙率を0.7％とし

て、流域面積と水位変動幅から予測涵養量を算出している。その際には水位変動幅を6m

として算出しているが、本プロジェクトでは第二次調査時に収集した観測井の水位デー
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タを分析し、乾季と雨季の間で水位変動幅が最も小さくなる条件（グラズエで4m、ダッ

サズメで2m）で予測涵養量を算出した。表 A8-1に各地域の予測年間涵養量を示す。降水

量と涵養量の比率はそれぞれグラズエで1.2％、ダッサズメで2.3％となる。 

表 A8-1予測涵養量 

コミューン ①流域面積 
（km2） 

②水位変

動幅（m） 
③有効空

隙率（％） 
④涵養量 
（m3/年） 

⑤年間流域降水

量(m3/年） 
⑥比率 
=④/⑤ 

グラズエ 1,700 2 0.7 23,800,000 2,040,000,000 1.2％ 

ダッサズメ 1,760 4 0.7 49,280,000 2,112,000,000 2.3％ 

備考 ④=①x106x②x(③/100） 

SONEBの揚水データから2012－14年の年間揚水量を表 A8-2に示す。この三年間で最も

多い揚水量はグラズエで119,640m3/年、ダッサズメで191,808m3/年である。 

表 A8-2 グラズエ・ダッサズメの SONEB 井戸 各年の年間揚水量（m3/年） 

  2012年 2013年 2014年 

グラズエ 101,997  119,640  107,024  

ダッサズメ 191,808  171,267  145,551  

各コミューン流域全体の既存井戸における井戸揚水量を表 A8-3に示す。都市部の揚水

量は表3-2の最大値を用い、地方部の揚水量は情報収集・確認調査から値を参照した。涵

養量と揚水量の比率はグラズエ市で5.1％、ダッサズメ市で2.8％である。 

表 A8-3 各コミューンの既存井戸揚水量と涵養量の比率 

コミューン 
既存井戸の揚水量（m3/年） 

④涵養量 
（m3/年） 

⑤比率 
=③/④ 

①都市部 ②地方部 ③既存合計 
=①+② 

グラズエ 119,640  1,097,000  1,216,640  23,800,000 5.1％ 

ダッサズメ 191,808  1,211,000  1,402,808  49,280,000 2.8％ 

３）新規掘削井の揚水量 

対象地域における井戸は全般的に不圧地下水を取水しており、今回の調査で新規掘削

した井戸も不圧地下水を取水している。不圧地下水は、降雨による影響を大きく受ける

ため、降雨の少ない年は、十分に涵養されない可能性がある。このため、本調査によっ

て見込まれる取水量を満たされない可能性がある事について留意する。 

また、新規掘削井の揚水量と運転時間について、下記に示す方法で算定しているが、

永続的な揚水量と運転時間を決定するには、長期間の揚水試験を実施する必要があり、

これらの値は暫定値とする。実際は給水開始後に、ソフトコンポーネントにおける運転
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指導の中で、適切な揚水量と運転時間を組み合わせたサイクル揚水試験を行い、最適な

揚水量と運転時間を定める。 

 
A）ダッサズメ（3-SE4’及び 3-SE8） 

ダッサズメの新規井戸は市内から約2km離れた場所で、大きな水量の井戸が2本掘削さ

れた。但し、これらの井戸は150mしか離れておらず、井戸干渉が確認されたため、井戸

干渉を考慮した揚水量を把握するためにサイクル揚水試験を行った。サイクル揚水試験

の方法は以下の通りである。 

① 井戸 No. 3-SE4’を50m3/hrで20時間揚水 

② 4時間停止 

③ 井戸 No. 3-SE8を同様に50m3/hrで20時間揚水 

④ 4時間停止 

⑤ 上記①~④までを3回繰り返し、合計6日の揚水試験を実施 

サイクル揚水試験の結果を図 A8-3に示す。水位低下については両井戸で顕著な差が確

認されたが、両井戸共に20時間揚水後の水位とスクリーン上端までの差は3-SE4で15m、

3-SE8で24mと十分に余裕がある。また、水位回復についても4時間で揚水開始前の水準

までほぼ回復している事から各井戸、揚水量50m3/hrで20時間の交互運転は適切と考えら

れる。両井戸から得られる揚水量は1,000m3/dayである。

 

図 A8-3 ダッサズメ 3-SE4’及び 3-SE8のサイクル揚水試験結果 
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B）グラズエ（7-SE10） 

グラズエの井戸については単独の井戸なので、現時点では1日当り16時間運転（8時間

の休止）を行う事を提案する。 

72時間揚水後の水位は図 A8-4に示すとおり、地表面（GL）-16.4mとなり、その後回復

試験における8時間後の水位は GL-8.5mとなっているため、7.9mの水位回復が認められた。

現在検討しているポンプの運転時間は16時間であり、揚水試験開始から16時間の水位が

GL-14.5m、その後、同程度の回復が認められたとすると GL-6.9m まで水位回復すると想

定され、回復率は約89％となる。したがって、1日当りのポンプ運転時間を16時間（8時

間の休止）に設定することは十分に耐えうる範囲であると考えられる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 A8-4 グラズエ 7-SE10の連続揚水試験と水位回復試験結果 

 

C）7-SE8 

7-SE8の井戸は6m3/hr で72時間の連続揚水試験と水位回復試験結果を行った。その結果

を図3-7に示す。特に水位回復が非常に遅く、揚水停止後8時間後の水位は60mとなり、こ

の水位から再度運転することになる。16時間運転後の水位は64m でスクリーン上端との

差は9m となり、7-SE10と同じくこの井戸についても1日当り16時間運転（8時間の休止）

は問題ないものと考えられる。 
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図 A8-5 グラズエ 7-SE8の連続揚水試験と水位回復試験結果 

 

D）その他の新規掘削井戸 

その他の新規掘削井戸の可能揚水量を表 A8-4に示す。これらは揚水量が小さい、もし

くは計画対象地域から遠方に位置しており、送水に必要な電源施設の建設を負担する

SONEBからも費用対効果を考慮し使用したくない旨の意見が寄せられた事からも本プロ

ジェクトでは利用しないものとする。 

表 A8-4 他の新規掘削井戸 

区域 井戸 井戸 
深度 スクリーン深度（m） 可能揚水量

（m3/hr) 備考 

ダッサズメ 3-SE5 40.0 m 31.00-33.76 m 2  
3-SE6 31.2 m 22.20-24.97 m 1.5  

グラズエ 

5-SE2 39.9 m 30.90-33.67 m 4 給水区域から遠

方に位置する 2-SE12 26.0 m 11.50-17.05 m 3 
7-SE1 58.8 m 33.36-44.20 m、50.04-55.88 m 1 HP1に転用 
7-SE20 45.5 m 31.06-39.76 m 1.6 HPに転用 
7-SE21 31.5 m 20.11-25.94 m 1.5 HPに転用 

 

 

 

                                                   
1 HP (Hand Pump)の略称 
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４）新規掘削井の揚水量を加味した計画対象地域の予測涵養量と揚水量 

上記については揚水試験結果から適正な井戸揚水量を考察したが、ここでは予測涵養

量から揚水量を考察する。 

新規掘削井戸の揚水量はグラズエ市で416m3/日（=[20+6]m3/時×16時間）、ダッサズメ市

で1000m3/日（=50m3/時×20時間）である。年間に換算するとグラズエ市で151,840m3/年

（=416m3/日×365日）、ダッサズメ市で365,000m3/年（=1000m3/日×365日）となる。それを

表 A8-3の既存合計揚水量に加えて涵養量と比較すると表 A8-5となる。その比率はグラズ

エで5.7％、ダッサズメで3.6％となり、新規井戸による揚水を行ったとしても余裕がある。 
 

表 A8-5計画対象地域の予測涵養量と揚水量 

コミューン 
揚水量（m3/年） 

④涵養量 
（m3/年） 

⑤比率 
=③/④ 

①既存合計 ②新規井戸分 ③総合計 
=①+② 

グラズエ 1,216,640  151,840  1,368,480  23,800,000 5.7％ 

ダッサズメ 1,402,808  356,000  1,758,808  49,280,000 3.6％ 
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添付資料 9 自然条件（1）物理探査結果 

(1) アリグボコト地下水開発区 

  

  

(2) グラズエ市南部地下水開発区 
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(3) ダッサズメ市南東部地下水開発区 
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(4) 東部地下水開発区 
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(5) 東部河川流出域地下水開発区 
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(6) グラズエ市西部地下水開発区 
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(7) グラズエ市東部地下水開発区 
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